屋外広告物が都市景観の視覚的な印象に与える影響

①都市の色彩景観において屋外広告物が与える影響は大きい。特に屋外広告物は、効果的な広告を主な目的として色彩が用いられるため、行き過ぎが騒色などの問題を招くことがある。現在京都市では、歴史的景観の保護のため「京都市屋外広告物等に関する条例」が施行されており、屋外広告物が規制されている。京都の歴史的景観を壊さず、効果的に宣伝するためには、一体どのような屋外広告物が良いのだろうか。本研究では、屋外広告物が都市景観の評価にどのような影響を与えるか調査する。

②屋外広告物のある都市景観の評価実験に関して勝矢らは研究しているが、景観の中の屋外広告物の占める割合に注目していること、また、いくつかの異なる都市景観のスライドを用いて実験しているという点で本研究とは異なっている。

③本研究の目的は、歴史的景観を持つ京都市では一体どのような屋外広告物が都市景観と調和し、効果的な宣伝ができるのか明らかにすることである。調査は、京都市の都市景観の中に、様々な色や大きさの屋外広告物を合成させたスライドを用意し、どの色、大きさの広告物が都市景観に調和しているか、また、認識されやすいか5段階評価でアンケート調査を行う。

④SD法を用いて因子と色彩の関係を調査する。
（相関分析）

⑤認識性が高い屋外広告は、明度、彩度が高く、大きい物だと考えられる。調和性の高い屋外広告は、逆に明度、彩度が低く、大きすぎない物だと考えられる。なぜなら、認識される広告は周りの景観より明度・彩度が高い目立つものであると考えられ、調和は周りの景観の色彩似た広告であると考えられるからである。相関分析をすれば、相関が見られると考えられる。勝矢らの実験結果から、広告が大きければ大きいほど調和性は低くなると予測できる。
